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琉球大学教育学部教育実践研究指導センター紀要第４号1996年11月

インターネットを利用したエゴゲラム診断システム

一Java／JavaScriptによるCAI学習モデルの事例研究一

米盛徳市＊

(1996年９月30日受理）

学校の教師はカウンセリング技法の習得はさることながら，生徒の性格の診断もできない状態で，

生徒指導をせざるをえない状況にある。そこで，インターネット上で交流分析理論によるパーソナリ

ティーの査定道具である琉大版「エゴグラム」を提供することにした。「エゴグラム」での質問・応

答方式，即時診断方式が，従来教室で行っているＣＡＩ学習モデルに類似していることから教材開発の

一環として事例研究を行った。技術面で，特にＷＷＷサーバーのＣＧＩに大きく依存しないJava／

JavaScriptを言語を用い研究開発を行った。

１研究の目的

（１）カウンセリング・ツールとして

新聞紙面でも見るように，初等中等教育現場

で「いじめ」や「不登校」等問題が多発してい

る。このような状況の中，学校の教師はカウン

セリング技法を習得しながら，生徒の性格診断，

生徒指導におわれている。

もし，生徒一人ひとりがインターネットを通

じ，ゲーム感覚で，個別の性格診断を行い自己

啓発するとすれば，教師の生徒指導への負担が
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エゴグラムとはパーソナリティ（性格という）を棒グラフに示したものです。巷
で、椎でも使う血液型の性格分析では、Ａ型人間は「繊細で…」、Ｂ型人間は「大ら
かで…」である。尋と脱明されます。
エゴグラムでは人間の性格特性を５つに分類して、それぞれの特性の発生頻度を棒
グラフに示す方法をとります。

エゴグラムにおける性格特性は５つの「自我状態」から成っています。
①「批判的醜の自我状期」（CriticaIPBrent,ＣＰ）、
②「養百的観の自我状態」（NurturingParDmNP）、
③「大人の自我状態」（AduIt,Ａ）、
④「自由な子どもの自我状態」（FreBChiId,ＦＣ）、
⑤「順応的子どもの自我状態」（AdBptodChild,ＡＣ）。

■ⅡⅡ

■且灸

「自我状態」とは、人間の行動（表現なども含む）の最小単位のことです。たと
えば、あなたが鮭かの行助をみて縦しわを寄せたとしよう。その時のあなたの「自我
状態」は「批判的親の自我状態」にP）にあった（行動をした）と分類されます。
あなたが、雄かに親切に席を纏っているときは「養育的親の自我状愈」（ＮＰ沁雄
かの傷の手当をしているときも「養育的親の自我状態」（ＮＰ）、その怪我を見なが
らどのように傷ついたのかの診断・批判を下しているときは「大人の自我状m8U（Ａ）
です。

字校の教師はカウンセリ＞

で蛍ない状熊で＿牛徐指惑

王蛇の医栖の謬田

エゴグ弓ムの厩篭Ｘ油

２タイプしか報告されてなかったものぞ、淫ｉ

bのから類似した形を整理し４６タイプのそ
「自己開発技法Ｉおよび「成長技法｜の作ロ
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軽減することになる。そこで，インターネット

上で，交流分析理論')に基づいたパーソナリティ

の査定道具である琉大版「エゴグラム｣2)を提

供することにした。

交流分析理論によるパーソナリティの査定道

具としてのエゴグラムの研究では，従来22タイ

プしか報告されてなかったものを，理論的には

120タイプ想定されるものから類似した形を整

理し46タイプのそれぞれに対応した「性格診断｣，

「自己開発技法」および「成長技法」を作成し

ている。

なお，エゴグラムとはパーソナリティ（性格

特性）を５つに分類し，それぞれの発生頻度を

棒グラフに示す方法である。性格特性は５つの

｢自我状態」から成っている。

①批判的親の自我状態（CriticalParent,ＣＰ）

②養育的親の自我状態(NurturingParent,ＮＰ）

③大人の自我状態（Adult,Ａ）

④自由な子どもの自我状態(FreeChild,ＦＣ）

⑤順応的子どもの自我状態(AdaptedChild,ＡＣ）

環としてのモデル構築を図った。

CAI学習は基本的に，学習者側のコンピュー

タキー操作（数値や文字情報の入力）と，コン

ピュータ側からの細かな学習過程毎の即時応答

のＫＲ（KnowledgeofResult）情報が必要と

なる。また，教授側のCMI(ComputerManaged

lnstruction）的な利用面では，インターネッ

トを活かした授業計画，授業分析，データ管理

等が必要となる。

インターネット上では，クライアント側の

ＷＷＷ(World-WideWeb)ブラウザーカ羽ＴＭＬ

(HyperTextMakeupLanguage）言語で作成

されたドキュメントをハイパーテキスト化する。

そして，その中の多くのタグ機能で既に「100

校プロジェクト｣3)の研究成果でも見るような，

情報検索学習，双方向コミュニケーション学習，

調べ学習・共同学習等のCAL型学習を可能に

している。

このようなCAL型学習は，プロバイダーが

所有するＷＷＷサーバー上で実行可能な形式で

パイナリイヒ（オブジェクト化）されたＣＧＩ

(CommonGatewayInterface）プログラムに

大きく依存している。CGIは通常，シェルスク

リプト，Ｃ，Perl言語等で書かれる。

それからしても，教育現場でCAI教材の研究

開発，ＣＭＩ的な教育活用を行うことは難しいこ

とが理解できる。独自のＷＷＷサーバーを持つ

には，人的面，資金面，技術面で困難な状況に

（２）ＣＡＩ学習モデルとして

「エゴグラム」での質問・応答方式，即時診

断方式が，従来，教室内ＬＡＮ（LocalArea

Network)で行っているCAI(ComputerAssisted

lnstruction）学習モデル，例えばドリル練習，

チュートリアル，シミュレーション，情報検索

学習等に類似していることから，教材開発の－

ある。

２研究の方法

CAI／CMI的な教育活用をイ

ンターネットで行うためには，

開発面においてサーバーのＣＧＩ

プログラムに頼らないかたち，

いわばＨＴＭLプログラム上での

即時応答型を実現する必要があ

る。また，ＨＴＭL言語にJava4）

／JavaScript6)，ShockWave等

の特殊な数値解析プログラムが

併用されねばならない。
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（１）開発言語の選択

そこで，ＷＷＷサーバーのCGIに大きく依存

しないJava／JavaScript言語を用いて研究開

発を行った。言語の選定理由に次の点があげら

れる。

［１］マシン環境に依存しないネットワーク

対応言語である。

［２］インターネットという幅広い文脈でプ

ログラミングできる。

［３]世界のネットワークが－つのコンピュー

タのように利用できる。

［４]CGIに頼らず通常のＨＴＭLプログラム

上で即時応答型の表現が豊富にある。

［５]作成したアプレット（Applet）を実

行するだけでブラウザー上で容易に動作が確認

できる。

［６]アプリケーションプログラムがユーザー

の計算機上で動作する。

［７］マルチメディアとしての動画・音声・

文字情報がインターアクティブに表現できる。

［８]計算やグラフィックを統合的に処理で

きる。

［９］プログラムのソースコードが公開され

ておればネットワークを介して自分のところに

転送でき，プログラムの中身が検討できる。

（－部省略）

publicsynchronizedvoidinitO｛

Stringrs；

titleFont＝newjava､awt､Font（"Courier''，

FontBOLD,１２)；

titleFontMetrics＝getFontMetrics（titleFont)；

title＝getParameter（，，title'')；

iｆ（title＝＝null)｛

title＝'，Chart'，；

）

rs＝getParameter（'，columns，')；

iｆ（rs＝＝null)｛

columns＝５；

}else（

columns＝Integerparselnt（rs)；

｝

rs＝getParameter（，'scalei')；

（以降省略）

（２）ＣＡｌ学習モデルとしての基本設計

Stepl：画面分割

フレームセットタグ〈FRAMESET〉を使用

することで画面分割を行い，学習者側に対し学

習過程を明確に示すことにした。

［エゴグラム診断図作成に用いた公開された

ＪＡＶＡプログラム］

importjavaawt､Graphics；

importjava・awtColor；

importjavaawtFont；

importjavaawtFontMetrics；

importjavajo.｡；

importjava・lang..；

importjavanet､URL；

［画面分割に用いたHTML］

〈ＨTML＞

〈ＨＥＡＤ＞

〈TITLE>EgogramUniversityoftheryukyus<／TITLE》

〈／HEAD》

〈FRAMESETCOLS＝''8％，９２％，'〉

〈ＦＲＡＭＥＮＡＭＥ＝'，text'，MARGINHEIGHT＝''０，，

MARGINWIDTH＝''0'，SCROLLING＝''no”

NORESIZESRC＝，'indexLefthtml''＞

〈FRAMESETROWS＝''20％，８０％，'＞

〈FRAMEＮＡＭＥ＝''text''MARGINWIDTH＝''０，’

MARGINHEIGHT＝０'，SCROLLING＝''auto'’

NORESIZESRC＝''indexTophtml''》

〈FRAMEＮＡＭＥ＝''text''MARGINHEIGHT＝''0'，

MARGINWIDTH＝''0'’SCROLLING＝'，auto'，

publicclassChartextendsjava､appletApplet｛

staticfinalintVERTICAL＝０；

staticfinalintHORIZONTAL＝ｌ；

staticfinalintSOLID＝Ｏ；
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までした。実行はツールパーの"Relo8d"をおし

て下さい。

〈/benter><／TD><／TR><／TABLE〉

NORESIZESRC＝，,indexMidMalehtml''＞

《／FRAMESET＞

<／FRAMESET＞

<／HTM、

<P>《INPUTTYPE＝，，reset'，VALUE＝''やり直し，，〉

<／FORM》Step2：画面上でのキー入力

ＣＡＩ学習は基本的に，学習者側のコンピュー

タキー操作（数値や文字情報の入力）が必要と

なる。そこで，インプットタグ（《INPUT》）

を用いて学習者側に数値入力）を促した。

<／CENTER＞

Step3：JavaScriptによる計算処理

画面上でのキー入力を済ませた後にJava

［キー入力に用いたHTML］

<CENTER><P><TABLEBORDER＝４WIDTH＝100％

CELLSPACING＝１CELLPADDING＝１》

〈ＴＲＶＡＬＩＧＮ＝center＞

〈T､》〈center）１．一致しない

２．どちらでもない

３．一致している

《／center><／TD×／TR><／TABLE》

Scriptによる計算処理を行っている。

［計算処理］

〈SCRIPTLANGUAGE＝''JavaScript'，〉

〈１－

vardO＝''０，，；

vardl＝document・forms[Olqlvalue；

vard2＝document､forms[Olq2､value

(－部省略）〈ＦＯＲＭ＞

〈Ｐ>〈INPUTTYPE＝''button'’

VALUE=”Ｑ１同級生や下級性に命令するこ

とができる，，〉

〈INPUTTYPE＝''text'，VALUE＝''2''ＮＡＭＥ＝''ql'，

size＝２＞

〈INPUTTYPE＝'，button''VALUE＝,，を選ぶ，，

NAME＝''Q１，，》

vard24＝document､forms[Olq24・value；

vard25＝documentforms[Olq25・value；

functionmakeUpO（

taku＝newArrayO；

taku[O]＝do；

taku[1]＝dl；

(－部省略）

(一部省略）

〈Ｐ》〈INPUTTYPE＝''button”VALUE＝'，Ｑ２５

親や先生の顔色を見て行動するほうです"〉

〈INPUTTYPE＝''text'，VALUE＝''2'，

NAME＝'，q２５'，size＝２》

〈INPUTTYPE＝'，button'，VALUE＝'，を選ぶ'，

NAME＝"Q25'，〉

taku[25]＝d25；

TEMPM=newArray(0,0,0,0,0,0）

TEMPF=newArray(0,0,0,0,0,0）

XTEMPM=newArray(0,0,0,0,0,0）

XTEMPF=newArray(0,0,0,0,0,0）

TP=newArray(0,1,2,3,4,5）

TMP=newArray（1,1,1,1,1,1）

room=newArray(1,1,1,1,1,1）

〈Ｐ>〈TABLEBORDER＝４WIDTH＝100％

CELLSPACING＝lCmJPADDING＝１＞

〈TRVALIGN＝center><TD〉（center>おつかれざ
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TMP[k]＝TMP[i]；

TMP[i]＝ｍ；

ｗ＝TP[k]；

ＴＰ[k]＝TP[i]；

ＴＰ[i]＝ｗ；

｝

for(i＝１;ｉ〈6;＋＋i){room[TP[i]]＝i;｝

XPCPM＝ｎｅｗ

Array（0,0,0,0,0,2,5,16,27,53,69,86,93,99,100,100）

(－部省略）

with(document）

｛

for(j＝１;ｊ〈26;j＋＋）

for(i＝０;ｉｄ;i＋＋）

｛

ａ＝taku[jlcharAt(i)；

ｉｆ(a＝＝''3''）Array4[j]＝３；

ｉｆ(a＝＝''２，'）Array4[j]＝２；

ｉｆ(a＝＝''1''）Array4[j]＝１；

ｉｆ(a＝＝''0''）Array4[j]＝Ｏ；

｝

score=room[1]｡10000+room[2形1000＋

room[3]｡100+room[4]・10+room[5]；

document・writeln(score)；

for(i=1;i<120;＋＋i）

｛if(scores[i]＝=score)documentwriteln(zuni[i］

)；

if(scores[i]＝=score)NoHTML=zuni[i]；

｝

｝

Step4：診断タイプの検索

エゴグラムの診断タイプは理論的には120想

定されるが類似した形を整理すると46タイプに

分類できる。JavaScriptの検索処理により，

それぞれのタイプに対応した「性格診断」，

｢自己開発技法」および「成長技法」が抽出さ

れる。

ＣＰＭ＝Array4[1]＋
l

Array4[6]＋Array4[11]＋Array4[16]＋Array4[21]；

(－部省略）

TMP[1]＝TEMPM[1]；

TMP[2]＝TEMPM[2]；

TMP[3]＝TEMPM[3]；

TMP[4]＝TEMPM[4]；

TMP[5]＝TEMPM[5]；

［JavaScriptによる検索処理］

cbeckok＝

CPM＋CPF＋NPM＋NPF十ＡＭ＋AF十FC＋ACM＋ＡＣF；

varpickedHtml=',htmls/ego，'+NoHTML+'，､html，，

varpickscrHtml＝''btmls/egoscr'，+NoHTML＋

'，ｈｔｍｌ'，

for(i＝１;i<６;＋＋i){document､writeln(TMP[i])；

｝

for(i＝１;ｉ〈6;＋＋i）

{ｍ＝TMP[ir

k＝i；

ｊ＝i＋１；

for(jj＝j;jj〈6;＋＋jj）

｛if(TMP[jj］

Step5：小ウインドウのオープン

プログラミング環境が充実していることから

特殊効果，例えばWindowOpen機能による小

ウインドウのオープン，そのウインドウ内で

KR情報の表示が可能となる。小ウインドウで

はJavaによるグラフィック表示や電光掲示等

の表現が行える。

<、)continue；

m＝TMP[jj]；

ｋ＝jj；

－７１－



［小ウインドウのオープン処理］

for(i=O;i<1;i＋＋）

{if(checkok＝=90)continue；

Window､ｏｐｅｎ

(pickedHtml,'，w０，，，''width=700,height=400''）

takuwl＝

Window・open('，'',',w１，',''width=500,height=300''）

takuwLdocument・write(''<HTML》<HEAD>《TITLE〉

egogram〈／TITLE><／HEAD>，')l

takuwLdocument・write(''<BODY><hl〉〈center>あな

たの性格を診断します<んenter></hl><h2><center＞

決してはらをたてないでね〈んenter><／h2>'，)；

２
２

takuwl､documentwrite('<hrsize=''5'，>')；

takuwldocument,write('<CENTER>')；

takuwLdocument､write（'<appletcode＝''Chart・class'，

width=450ｈeight＝150>')；

takuwldocument・write（，<paramname＝titlevalue＝

，'エゴグラム診断図''>')；

takuwLdocument､write('<Paramname=c5value＝，+

XTEMPM[5]＋，>，)；

takuwldocument,write(，<paramname=c4value＝'＋

XTEMPM[4]＋，》，)；

takuwLdocument・write（'<paramname=c3value＝'＋

XTEMPM[3]＋'>')；

takuwLdocumentwrite（，<paramname=c2value＝'＋

XTEMPM[2]＋，》')；

takuwldocumentwrite('<Paramname=clvalue='+

XTEMPM[1]＋'>，)；

takuwLdocument・write（，<paramname=c5color

value＝''red，，》')；

takuwldocumentwrite（，<param

name=c51abelvalue='，AC',>')；

takuwLdocument・write('<param

name=c5-Stylevalue=''solid''>，)；

takuwLdocument・write（，<param

name=columnsvalue=''5''>，)；

takuwLdocument､write（'<param

name=orientationvalue＝''horizontal''>，)；

takuwldocument・write('<paramname=scale

value=''5''>，)；

takuwldocument､write('</applet>')；

takuwLdocument・write(，<／CENTER>')；

takuwLdocument､write（，<／BODY><／HTML>，)；

windowopen

(pickscrHtml,,，w2,',''width=460,height=150,'）

－（－部省略）－

｝
｝

makeUpO；

〈1-end-＞

<／SCRIPT＞

<／BODY》

<／HTML〉

Step6：小ウインドウ内での特殊効果

小ウインドウは基本的にＫＲ情報の表示領域

になる。そこで，特殊効果として電光掲示，エ

ゴグラム診断図の表示を行っている。
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［電光掲示のJavaScript］

〈ＨTML＞

<HEAD><TITLE>Egoscrlhtml</TITLE></HEAD》

〈BODYBGCOLOR＝，，＃000000,'TEXT＝，'＃ffffOO'，

LINK＝"＃f4a460',VLINK＝，'＃O0ff7f'，

ALINK＝"＃OOFFFF，，＞

〈CENTER＞<TABLEBORDER＝5><ＴＲｘＴＨ＞

〈H1＞○○○型《／H1><／TH></TR></TABLE〉

〈br〉

〈scriptlanguage＝''JavaScript''》

varscrl＝'，あなたは明るく，‐－－－'，

varscr2=''------気が利くほうです''；

－（－部省略）－

varscrlO=''-----練習をしましょう……，，；

varscrall＝scrl＋scr2＋scr3＋scr4＋scr5＋scr6＋scr7＋

scr8＋scl9＋scrlO

varlentxt＝scr-alLlength

varwidth＝９９

varpos＝1-width

functionscrollO｛

varscroller＝''，，

pos＝pos＋２

ｉｆ(pos＝＝lentxt){pos=1-width）

ｉｆ(pos<0)｛

for(vari=1;iMathabs(pos);i＋＋)｛

ｓcroller=scroller+''"｝

Ｓｃroller=scroller+scralLsubstring(0,width-i）

onSubmit＝''０，，＞〈INPUTTYPE＝，，text，，ＮＡＭＥ＝，'ticker，，

SIZE＝''60''VALUE＝，'egogram，'＞

</T､></TR)</TABLE></FORM>《P〉

《／CENTER＞

〈/BODY＞

</HTML》

３おわりに

本研究では，(1)インターネット上で交流分析

理論によるパーソナリティの査定道具である琉

大版「エゴグラム」を提供すること，(2)「エゴ

グラム」での質問・応答方式，即時診断方式が，

従来教室で行っているCAI学習モデルに類似し

ていることから教材開発の一環として事例研究

を行うことを目的とした。

プログラミング環境として，ＷＷＷサーバー

のCGIに依存しない即時反応に対応するため，

Java／JavaScript言語を用い研究開発を行っ

た。

その選択理由として，Java／JavaScript言

語は，マシン環境に依存しないネットワーク対

応言語であること，インターネットという幅広

い文脈でプログラミングでき，世界のネットワー

クが－つのコンピュータのように利用できるこ

とがあげられる。また，CGIに頼らず通常のＨ

ＴＭLプログラム上で即時応答型の表現が豊富

にあること，作成したアプレット（Applet）を

実行するだけでプラウザー上で容易に動作が確

認できること，マルチメディアとしての動画・

音声・文字情報がインターアクティブに表現で

きることなどがあげられる。

ＨTML上での数多くのタグ機能がより効果

的なコースウェアの設計を可能とする。しかし，

Java／JavaScript言語はシンプルではなく，

プログラミングの経験のない初心者には必ずし

も適しているとは言えない。

インターネット上でのCAI学習用データベー

スを構築することは非常に有意義であり，先生

方の作品が全国的なレベルで利用されることに

なる。ただ，Java／JavaScript言語が開発途

上でバージョンアップとともにクライアント側

｝else｛

scroller＝

scroller+scralLsubstring(pos,width+pos+1）

｝

selfdocument,formtkticker､value＝scroller

／/selfwindow､status=scroller

setTimeout(，scrollO'’360）

｝

〈／script＞

〈BODYonLoad＝''scrollO''ＢＧCOLOR＝#OOOOOO

TEXT＝＃FFFFFFLINK＝＃O0FFOO

VLINK＝＃O066FFALINK＝＃FFOOOO＞

〈ＴABLEborder=６〈TR><T､><FORMname="formtk'，

－７３－



でのメモリーの増設，ナビゲーターのバージョ

ンアップも必要となる。

本研究で開発したエゴグラム診断`)システム

は技術面でまだまだ未完成であるが，少しでも

今後のCAI教材作成に貢献できれば幸いである。

よる「エゴグラム診断システム」の開発，琉

球大学教育学部教育実践研究指導センター紀

要第１号，Ｐ175～189

３）〈http:／／edu・ipa・gojp／kyouiku／100／

100.html＞参照

４）http://www・javasoft・com／

５）http:／／mitec2mi・thu・ac・jp／~S314006／

javas／index､hｔｍｌ

６）http:／／sun６０.edu,u-ryukyu・acjp／
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